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 釧路で千島海溝地震を想定した「大規模津波防災総合訓練」（11月２日（日）） 

 

国土交通省は、「世界津波の日」及び「津波防災の日」に関する取組の一環として、北海道、釧路市、釧路

町、厚岸町と共同で、「大規模津波防災総合訓練」を実施します。本訓練では、大規模津波の被害軽減を目指

すとともに、津波防災に対する知識の普及・啓発を図るため、千島海溝沿いの地震による津波襲来を想定し、

陸海空にわたる本番さながらの実動訓練を、釧路市をメイン会場に、釧路町、厚岸町の３会場で行います。 

 車両展示や自衛隊による炊き出しもあります。是非お立ち寄りください。（見学無料） 

 

《 開催概要 》 

1. 訓練日時  

令和７年１１月２日（日）9:30～12:00（実動訓練）、9:00～14:00（展示エリア） 

 
2. 訓練内容  

千島海溝沿いの地震による津波襲来を想定し、警察、消防、自衛隊、海上保安庁、国土交通省、北海道、

釧路市、釧路町、厚岸町等による救助・救出、道路・航路啓開や緊急排水等の実動訓練を行います。 

 
3. 訓練開催場所  

メイン会場：北海道釧路市 釧路港東港区耐震旅客船ターミナル 

 サテライト会場：北海道釧路町、北海道厚岸町 

 

4. その他 

訓練開催場所、訓練の内容等については、チラシ、ウェブサイトを参照願います。 

アドレス（https://tsunamibousai2025.jp） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＮＨＫ防災マガジン「大雨に関連する被害から身を守る準備と対策」 

 

今回のテーマは、「大雨に関連する被害から身を守る準備と対策」です。 

気象変動の影響を受け、全国各地で大雨が多発し、被害をもたらしています。 

大雨が引き起こす洪水や内水氾濫、落雷から身を守るための準備・対策を紹介します。 

 

□準備「避難スイッチ」を決めておく 

 避難講堂を始める目安として「大雨警戒レベル」があり、５段階で住民が取るべき行動を示していま

す。レベル３では、高齢者や障害者などの避難に時間を要する人は避難を開始。避難に時間を要する人

ではなくとも「レベル４までには必ず避難するように」とされています。 

ご自身や周りの方々がどのタイミングで避難行動を開始するべきか、あらかじめ決めておいてくださ

い。 

 

□洪水対策大河川は晴れてからも要注意 

 雨が上がったからといって、避難場所からすぐに自宅に戻るのは危険かもしれません。水が流れるに

は時間がかかるので、川の水位が時間差で上昇することがあります。大雨特別警報の解除から９時間

20 分後に氾濫が発生した事例もあります。川の上流の雨量にも注意し、自治体から避難情報がでてい

る間は、安全な場所で避難を続けてください。 

 

□都市水害対策地下からはすぐに出る 

 地下に水が流れ込んだ場合、子どもは水深 10センチ、大人なら 30センチでドアを開けることが困難

になります。地下にいると天気の変化が分かりません。大雨のシーズンは、こまめに気象情報をチェッ

クしてください。 

 



□落雷対策野外で落雷のリスクに遭遇したら 

 雷が発生した場合、１．頑丈な建物に避難する ２．車や電車などの乗り物の中に避難する の順で

行動します。 

 このような講堂が難しい場合は、雷の被害を受けない安全な「保護域」に逃げ込みましょう。 

 保護域の例としては以下のようなものがあります。 

   ・高い木の幹を起点に４メートル以上で、かつ、木の高さ程度までの距離の間（木の高さ以上に離 

れるのは危険） 

 ・電線の下のエリア（電線は避雷針の役割を果たす） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 「自主防災組織」とは 

 

防災白書によると、令和７年１月に発災から 30年を迎えた阪神・淡路大震災では、地震によって倒壊し 

た建物から救出された方のうち、消防や警察及び自衛隊によって救出された方は約２割で、約８割の方々 

は、自力、或いは家族やご近所さんによる救出であったとの調査結果があります。 

また、東日本大震災の時にも、児童生徒が地域住民に声かけをしながら避難したことにより、共助のリ 

レーが繋がり、多くの方々の尊い命が助かりました。 

自主防災組織は、自治会や町内会を基本単位とし、地域住民が「自分たちの地域は自分たちで守る」と

いう意識に基づき自主的に結成し、自発的な防災活動を行う組織のことです。こうしたネットワークに

より、日頃から災害に備えた様々な取組を進めることで、いざ災害が起きた場合にも大きな成果をもた

らします。 

 北海道の自主防災組織は徐々に、向上はしているものの、全国と比べて低い状況です。 

 ぜひ、あなたの街でも、自主防災組織を結成してみましょう。 

 


